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千葉県における日本脳炎の患者発生および  

豚抗体保有状況と気温，降水量との関係  

（1981～1990年）  

小川 知子，篠崎 邦子，時枝 正吉，市村 博   

A Survey ofJapanese Encephalitis Cases，in Relation to Swine’s  

Seroepidemio10gY and Weatherin Chiba・1981～1990・  

Tomoko OGAWA，Kuniko SINOZAKI，  

MasayosiTOKIEDA and HirosiICHIMURA・   

伝染病流行予測調査検査術式1）により，マイクロタイ  

ター法で行った。抗原はJaGArOl株，患者血清には，  

さらに中山一予研株，一部については北京株も併せて用  

いた。   

2）補体結合反応試験2）（CF試験）   

患者血清について実施した。抗原は，JaGArOl株お  

よび中山一予研株を用いた。   

3）気温・降水量の調査   

千葉県気象月報（財団法人 日本気象協会発行）より，  

4月から11月の銚子地方気象台の平均気温，降水量の資  

料を用いた。  

Ⅲ 結果および考察  

1．真性日本脳炎患者の確認   

県保健予防課に届出された患者5名は，当所において  

真性日本脳炎患者であると血清学的に確認した。また，  

東京都に届出された3名も真性日本脳炎患者と確認され  

ている。患者発生地は，8名中1名が県中央の農村部で  

あったのに対して，他7名は東京近郊の東葛地区であっ  

た。また，発病日は8月下旬から9月上旬に6名と集中  

し、9月下旬と10月中旬がそれぞれ1名であった。ワク  

チンは，1名が接種してあった。予後は，全治した者1  

名，後遺症を残した者4名，死亡した者2名，不明1名  

であった（表1）。   

2．豚抗体保有状況と患者発生の関係   

患者発生のなかった1981，1986，1989年は，抗体の変  

動が極めて小さくウイルスの活動は少なかったものと考  

えられる。1984，1988年は，抗体の動き始めは8月中～  

下旬で例年並であったが，抗体価の上昇は緩やかであっ  

た。   

患者発生のあった1982，1983年は，抗体の動き始めは  

Ⅰ はじめに  

日本脳炎患者は全国的に漸減し，近年20～50名の発生  

をみるにとどまっている。患者の多くは西日本に集中し  

ている。千葉県では，1972年以降10年間において患者発  

生の報告は皆無であったが，1982年2名（1名は東京都  

届出），1983年2名（1名は東京都届出），1985年2名，  

1987年1名（東京都届出），1990年1名と計8名の真性  

日本脳炎患者を確認し、東日本では患者の多発県となっ  

ている。   

今回，1981年～1990年の10年間に確認した日本脳炎患  

者を調査し、年齢，地域，発病日，予後等を検討した。  

また，豚の日本脳炎抗休保有状況と患者発生，さらに，  

気温および降水量等気象条件との関係についても考察し  

たので報告する。  

■■  

Ⅱ 検査材料および方法  

1．検査材料  

1）豚血清   

抗休測定血清は，厚生省委託伝染病流行予測事業に用  

いたもので，毎年320～493件の範囲で採取した。採取  

期間は，7月～10月の毎週で，必要に応じて11月，12月  

に月1回ずつ行った。被検豚は，生後5～8ケ月で夏期  

未経験のものを用いた。   

2）患者血清   

県保健予防課に届出された5名の血清を用いた。   

2．検査方法  

1）赤血球凝集抑制試験（HI試験）  

■■  
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表1千葉県内に発生した日本脳炎患者調査（1981－1990）  
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算降水量との関係を検討したが，明確な関係はみられな  

かった。同様に4週の平均2ME抗体陽性率との関係に  

ついて検討を試みたところ，5月の積算気温との間に，  

単相関関係（ー＝0．70，危険率5％で有意）が認められ  

た（表3）。  

表3 4週平均2ME抗体陽性率（Y）と5月の  

積算気温（Ⅹ）との関係  

8月中旬で例年並であったが，抗体価の上昇は速やかで，  

新鮮感染の指標となる2ME抗体陽性率は，当初より  

100％を示し50％以上が5週続いた。1985年は，抗体の  

動き始めが8月上旬と早く、抗体価の上昇も速やかであっ  

た。1987，1990年は，抗体の動き始めは8月中～下旬と  

例年並かやや遅かったが，2ME抗体陽性率は始めから  

100％を示し，50％以上が6過続いた（図1）。   

これらの状況から，患者発生には，シーズン始めの2  

ME抗体陽性率の高さおよび長期間の持続等，すなわち  

ウイルスの活動期間，濃度が大きな要因であると考えら  

れた。そこで，患者発生のほとんどが9月初旬であるこ  

とから，検査開始の7月から8月末までの平均2ME抗  

体陽性率と患者数の関係，また，患者発生年には2ME  

抗体陽性率が50％以上の過が5～6過継続していること  

から，2ME抗体陽性となってから，4，5，6週の平  

均2ME抗体陽性率と患者数の関係を検討したところ，  

前者には，相関がみられなかったが，後者の4過の平均  

2ME抗体陽性率との間には，高い単相関関係（r＝  

0．78，危険率1％で有意）が認められた（表2）。  

表2 患者発生数（Y）と平均2ME抗体陽性率（Ⅹ）  

との関係  

回帰式  Y＝0．588Ⅹ一241．13  

単相関係数  0．70＊  

注）＊は，5％の危険率で有意であることを示す  
（n＝10）。  

以上より1981～1990年の患者の発生には，2ME抗体  

が検出されてから4週間の平均2ME抗体陽性率が関係  

し，4過の平均2ME抗体陽性率には5月の積算気温が  

関係していることが考えられた。さらに，2ME抗体が  

検出されてから4週間の平均2ME抗体陽性率が60％以Jヽ  

上であり，5月の積算気温が500℃以上であることが，  

患者発生の指標の一つになると考えられた（図2）。   

媒介動物であるコガタアカイエカは，5月には幼虫が  

採取され始め，6月に成虫になり，7月から急激に増加  

するという特徴をもっている3）。今回の結果で5月の積  

算気温が，何らかの要因となっていることが示唆された  

が，コガタアカイエカの発生消長，蚊からのウイルス分  

離等の調査を，実施していないため明らかではなく，今  

後この関係を調査することが必要であると考えられる。   

日本脳炎の流行予測は，媒介蚊の発生消長と日本脳炎  

ウイルス感染蚊生産の最盛期との前後関係一），媒介蚊の  

季節的消長と豚のHI抗体価との関係や8月の平均気温  

と患者発生との関係5）等，様々な方向から検討されてい  

る。日本脳炎の致命率は，高年齢者ほど高く，従来32％  

平均2ME抗体陽性率  回 帰 式   単相関係数  

4過  Y＝0．022Ⅹ－0．521 0．78‥  

5週  Y＝0．023Ⅹ－0．424  0．76●  

6過  Y＝0．025Ⅹ－0．493  0．72●  

注）＊は5％、＊＊は1％の危険率で有意であることを  

示す（n＝10）。  

3．豚抗体保有状況と気候の関係   

各年の豚HI抗体保有率と各月の積算気温，積算降水  

量，また，8月未までの種々期間における積算気温，積  

－30－   



千葉県における日本脳炎の患者発生および期抗体保有状況と気温，降水量との関係（19飢－1990年）  
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5月の積算気温 ∑℃   

■．患者発生者  □患者発生無   

図2 4週平均2ME抗体陽性率と5月の積算気温との関係  

前後ではぼ一定であったが，1980年以降致命率は下降し  

始め，1984年以降は20％を下回ってきている。しかしな  

がら，．完全治癒率は上昇せず後遺症を残す例が多く，感  

染発症後の社会復帰率は極めて低い。このことからも，  

広い年齢群にわたるワクチン接種による予防はもとより，  

流行予測による患者発生への対策は，重要であると考え  

る。  

Ⅳ まとめ  

1981～1990年の10年間に発生した真性日本脳炎患者数  

は8名であり，患者発生地は1名は県中央の農村部で，  

7名は東京近郊の東葛地区であった。発病日は8月下旬  

から9月上旬に6名と集中し，9月下旬と10月中旬がそ  

れぞれ1名であった。ワクチンは，1名が接種してあっ  

た。予後は，全治1名，後遺症4名，死亡2名，不明1  

名であった。   

2ME抗体検出から4過の平均2ME抗体陽性率と患  

者数に，危険率1％で相関係数0．78の高い相関が認めら  

れた。また，5月の積算気温に危険率5％で相関係数  

0．70の相関が認められた。このことから，2ME抗体が  

検出されてから4週間の平均2ME抗体陽性率が60％以  

上であり，5月の積算気温が5000c以上であることが，  

患者発生の指標の一つになると考えられた。   
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